
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ…Sustainable Development Goals）について 
 

総合政策部政策局計画推進課 

１ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の概要  

・２０１５（平成２７）年９月に国連サミットで採択された「持続可能な開発のための２０３０ア

ジェンダ」の中核を構成する文書 

 

・１７の目標の下に、さらに細分化された１６９のターゲットが存在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

２ 国の取組            

・２０１６年 ５月 総理大臣を本部長とし、全閣僚を構成員とする「持続可能な開発目標（SDGs）」 

推進本部を設置 

・２０１６年１２月 国のビジョンや８つの優先課題を示す「持続可能な開発目標(SDGs)実施指針」 

を決定 

・２０１７年 ６月 SDGs達成に資する優れた取組を行っている企業・団体等を表彰する「ジャパ 

ン SDGsアワード」の創設を決定 

→下川町が最高賞である内閣総理大臣賞を受賞（2017.12） 

・２０１７年１２月 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を改訂し、地方公共団体におけるSDGsの推

進は地方創生に資するものであり、その達成に向けた取組の推進が重要と位置づけ 

            

３ 地方自治体とＳＤＧｓとの関連  

（１）国の「持続可能な開発目標(SDGs)実施指針」（抜粋） 

・「SDGs を全国的に実施するためには、広く全国の地方自治体及びその地域で活動するステーク

ホルダーによる積極的な取組を推進することが不可欠である。この観点から、各地方自治体に、

各種計画や戦略、方針の策定や改訂に当たっては SDGsの要素を最大限反映することを奨励」 

（２）「まち・ひと・しごと創生総合戦略 2017改訂版」 

・地方公共団体における SDGs の達成に向けた取組は、地方創生の実現に資するものであり、そ

の取組を推進することが重要であると位置づけ 

・KPIに「都道府県及び市区町村における SDGsの達成に向けた取組の割合：30%」を設定 

【持続可能な開発のための２０３０アジェンダ】 

・２０３０年までに先進国と開発途上国が共に取り組むべき国際社会全体の普遍的な目標。 

   ＜構成＞ ①前文、②宣言、③持続可能な開発目標（ＳＤＧｓとターゲット）、 

④実施手段とグローバル・パートナーシップ、⑤フォローアップとレビュー 

・「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に、統合的に

取り組むこととしている。 

・全ての関係者（先進国、途上国、民間企業、ＮＧＯ、有識者等）の役割を重視 

※参考～ 国連は２００１年に発展途上国向けの開発目標としてミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）を策定。 

ＭＤＧｓは２０１５年を期限とし、８つの目標（①貧困・飢餓、②初等教育、③女性、④乳幼児、⑤妊産婦、 

⑥疾病、⑦環境、⑧連帯）を設定。一定の成果を達成したが、未達成の課題も残された。また、国際的な環境 

が大きく変化し、新たな課題も浮上していることから国連は２０３０アジェンダを採択。 

①貧困 ②飢餓 ③保健 ④教育 ⑤ジェンダー ⑥水・衛生 ⑦エネルギー ⑧成長・雇用 ⑨イノベーション 

⑩不平等 ⑪都市 ⑫生産・消費 ⑬気候変動 ⑭海洋資源 ⑮陸上資源 ⑯平和 ⑰実施手段 

資料４－１ 



SDGｓの１７のゴール（目標） 

 目標１ 貧困をなくそう 

あらゆる場所のあるゆる形態の貧困を終わらせる 

 目標２ 飢餓をゼロに 

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する 

 目標３ すべての人に健康と福祉を 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

 目標４ 質の高い教育をみんなに 

すべての人々に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する 

 目標５ ジェンダー平等を実現しよう 

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う 

 目標６ 安全な水とトイレを世界中に 

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する 

 目標７ エネルギーをみんなに、そしてクリーンに 

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保 

する 

 目標８ 働きがいも経済成長も 

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがい

のある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する 

 目標９ 産業と技術革新の基礎をつくろう 

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベ

ーションの推進を図る 

 目標 10 人や国の不平等をなくそう 

各国内及び各国間の不平等を是正する 

 目標 11 住み続けられるまちづくりを 

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する 

 目標 12 つくる責任つかう責任 

持続可能な生産消費形態を確保する 

 目標 13 気候変動に具体的な対策を 

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる 

 目標 14 海の豊かさを守ろう 

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する 

 目標 15 緑の豊かさを守ろう 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への

対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する 

 目標 16 平和と公正をすべての人に 

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセ

スを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する 

 目標 17 パートナーシップで目標を達成しよう 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化す

る 

 



北海道総合計画の政策体系とSDGｓ目標との対応関係

(1)
安心して子どもを生み育てること
ができる環境づくりの推進

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(2)
安心で質の高い医療・福祉
サービスの強化

〇 〇 〇 〇 〇
(3)
豊かで優れた自然・生物多様
性の保全とその継承

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(4)
環境への負荷が少ない持続
可能な社会の構築

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(5)
道民生活の安全の確保と安
心の向上

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(6)
安全・安心な生活の基礎とな
る防災体制の確立

〇 〇 〇
(7)
強靱な北海道づくりとバック
アップ機能の発揮

〇 〇 〇 〇 〇
(1)
農林水産業の持続的な成長 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(2)
本道の優位性を活かした力
強い地域産業の創造

〇 〇 〇 〇 〇
(3)
中小・小規模企業の振興や
地域商業の活力再生

〇 〇 〇
(4)
新たな成長産業への挑戦や
研究開発の推進

〇 〇 〇 〇 〇 〇
(5)
海外の成長力を取り込んだ経
済の持続的発展

〇 〇

１

生
活
・
安
心

２

経
済
・
産
業

①貧困 ②飢餓 ③保健 ④教育 ⑤ジェンダー ⑥水・衛生 ⑦エネル ⑧成長・
雇用

⑨イノベ
ーション

⑩不平等 ⑪都市 ⑫生産・
消費

⑬気候変動 ⑭海洋資源 ⑮陸上資源 ⑯平和 ⑰実施手段
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①貧困 ②飢餓 ③保健 ④教育 ⑤ジェンダー ⑥水・衛生 ⑦エネル ⑧成長・
雇用

⑨イノベ
ーション

⑩不平等 ⑪都市 ⑫生産・
消費

⑬気候変動 ⑭海洋資源 ⑮陸上資源 ⑯平和 ⑰実施手段

(6)
多彩な地域資源を活かした世界が憧れ
る観光立国北海道の更なる推進

〇 〇 〇
(7)
良質で安定的な雇用の場づく
りと産業人材の育成・確保

〇 〇 〇 〇 〇 〇
(1)
協働によるまちづくりの推進
や地域コミュニティの再構築

〇 〇 〇 〇 〇
(2)
北海道の未来を拓く人材の育
成

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(3)
高齢者や障がいのある方々、
女性が活躍できる社会づくり

〇 〇 〇 〇 〇 〇
(4)
ふるさとの歴史・文化の発信
と継承

〇 〇
(5)
世界に飛躍するスポーツ王国
北海道の実現

〇 〇
(6)
連携・協働・交流による未来
に向けた地域づくり

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
(7)
持続可能な社会・経済を支え
る社会資本の整備

〇 〇 〇

〇　（総合計画推進の考え方として、多様な
主体による協働の推進を位置づけ）

３

人
・
地
域

２

経
済
・
産
業



ビジネス機会の拡大

「北海道ＳＤＧｓ推進ビジョン（仮称）」の策定について
１ ビジョンの基本的な考え方

２ ビジョンの構成

重点戦略
計画

北海道総合計画

特定分野別
計画

連携地域別
政策展開方針

企業・団体・ＮＰＯ

道

北海道ＳＤＧｓ推進ビジョン

ＳＤＧｓを推進する上で
互いに共有する基本的な指針

市町村

道民

北海道ブランドの向上地方創生の推進

官民一体となったＳＤＧｓの推進

世界の中で輝きつづける北海道

・本道においてＳＤＧｓを推進するため、道内の多様なステークホルダーと道が互いに共有する「基本的な指針」
・各ステークホルダーのＳＤＧｓの主流化や連携・協働の取組を促進し、持続可能な地域づくりを進めるための「ガイドライン」

取組目標の共有化
（SDGsは「共通のものさし」）

ビジョン策定・共有の
効果（メリット）

１ ビジョンの基本的な考え方

（１）策定の趣旨
（２）ビジョンの位置付け
（３）目標年

２ 北海道を取り巻く状況

（１）北海道の現状・課題
（２）世界に誇れる北海道の価値と強み

３ 北海道のめざす姿と優先課題・対応方向

（１）めざす姿
（２）北海道の優先課題と対応方向

４ ビジョンの推進

（１）各ステークホルダーの取組
（２）推進手法
（３）推進管理

イメージ

など

・2015年に国連で採択されたＳＤＧｓは国際社会全体の目標
・国はＳＤＧｓの推進は地方創生に資するものであり、その達成に向けた取組は重要と位置付け
・道でも北海道命名１５０年を節目に、今後の持続可能な地域づくりにＳＤＧｓ推進が必要

道民生活の
質（ＱＯＬ）の向上

３ 策定スケジュール

＜平成３０年度＞
６月 骨子案の策定

９月 原案の策定

１０月 パブリックコメント、市町村等意見照会の実施

１１月 案の策定

１２月 ビジョンの決定（北海道ＳＤＧｓ推進本部）

教育機関

広範で多様なステークホルダー

・ＳＤＧｓの推進には、広範なステークホルダーの連携した取組が不可欠
・ＳＤＧｓへの道民理解が広がり、ＳＤＧｓの主流化や連携・協働した取組
が推進されるよう、共通の考え方を示すことが必要

北海道ＳＤＧｓ推進本部

ＳＤＧｓ推進の必要性 ビジョン策定の必要性

ビジョンの位置付け

２０３０年（国連の「２０３０
アジェンダ」の目標年）

目標年

資料 ４－３

・理解と参画
・幅広い分野
での取組
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「北海道ＳＤＧｓ推進ビジョン（仮称）」骨子 

 

平成３０年８月       

総合政策部政策局計画推進課 

 

１ ビジョンの基本的な考え方  

（１）策定の趣旨 

・ ２０１５年に国連で採択されたＳＤＧｓは国際社会全体の目標であり、国においても、その達成に向けた取組

は地方創生に資するものであり重要と位置付け。 

・ 道としても、北海道命名１５０年を節目に、これから先の５０年、１００年に向け、地方創生の成果を確かな

ものとし、世界の中で存在感を高め、世界とともに歩む持続可能な地域づくりを進めていくため、ＳＤＧｓ推進 

に積極的に取り組むことが必要。 

・ ＳＤＧｓの推進には、自治体、企業・団体、ＮＰＯ、道民など広範なステークホルダーが各々の立場で主体的な

取組を進めるとともに、ステークホルダー間の連携した取組を進めることが不可欠。 

・ このため、ＳＤＧｓの理念や意義について、道民の理解が広がり、道内におけるＳＤＧｓの主流化や多様なステ

ークホルダーが連携・協働した取組が積極的に推進されるよう、本道の直面する課題や独自の価値などを踏まえた

「めざす姿」など共通の考え方を示し、北海道全体でＳＤＧｓの推進を図るためのビジョンを策定。 

  

（２）ビジョンの位置付け 

・ 本道においてＳＤＧｓを推進するため、ＳＤＧｓの理念や意義、本道の「めざす姿」や優先課題・対応方向、

推進手法など取組の方向性を示すものであり、道内の多様なステークホルダーが互いに共有する基本的な指針。 

  ・ ビジョンを通じ各ステークホルダーがＳＤＧｓという「共通のものさし」を持ち、取組目標の理解が進展する

ことにより、各々の活動においてＳＤＧｓの主流化に取り組むとともに、連携・協働した取組を促進し、世界と

ともに歩む持続可能な地域社会づくりを進めるためのガイドライン。 

 

（３）目標年 

２０３０年（国連で採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」の目標年） 

 

２ 北海道を取り巻く状況  

（１）北海道の現状・課題 

   ＳＤＧｓの１７ゴールに照らしながら本道の課題や強みなどを分析し、次の区分で再整理して明示。 

① 生活・安心 

保健・福祉、環境、防災などの状況 

  ② 経済・産業 

農林水産業、観光、エネルギー、雇用などの状況 

  ③ 人・地域 

教育、男女平等参画、地方の過疎化などの状況 

 

（２）世界に誇れる北海道の価値と強み 

  ① 魅力となる雪や寒さ 

  ② アジア・ロシア極東との近さなど地理的優位性 

  ③ 厳しい自然条件などのもとで培われた優れた技術 

  ④ 優れた自然環境・豊かな水資源と森林 

  ⑤ 広大な土地・３つの海を背景とした高い食料供給力 

  ⑥ 豊富で多様なエネルギー資源 

  ⑦ 多様性に富む地域 

  ⑧ 独自の歴史・文化 

資料 ４－４ 
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３ 北海道のめざす姿と優先課題・対応方向  

（１）めざす姿 

   「世界の中で輝きつづける北海道」 

   ～ 世界に誇れる北海道の魅力を磨き、育て、様々な強みを活かし、ＳＤＧｓを推進することによって、「世界の

中の北海道」としての存在感を高めながら、将来にわたって安心して心豊かに住み続けることができる地域社

会を形成していく ～ 

 

（２）北海道の優先課題と対応方向 

 ＳＤＧｓのゴールやターゲットを参考にしながら、その推進に向けた取組の柱として、北海道として特に注力す

べき課題を次のとおり整理。 

（※対応方向は、今後、ステークホルダーとの意見交換等を通じて検討。） 
 

① あらゆる人々が将来の安全・安心を実感できる社会の形成 

② 環境・エネルギー先進地「北海道」の実現 

   ③ 北海道の価値を活かした持続可能な経済成長 

④ 未来を担う人づくり 

   ⑤ 持続可能で個性あふれる地域づくり 

 

４ ビジョンの推進  

（１）各ステークホルダーの取組 

・ 行政 ～各種施策を通じたＳＤＧｓの推進及び普及、ステークホルダー間の連携強化 

・ 企業 ～中核的事業を通じたＳＤＧｓ達成への貢献 

・ 団体・ＮＰＯ ～国際的・地域的ネットワークや専門性を活かした取組の推進 

・ 教育機関 ～ＳＤＧｓに関する学習等の推進 

・ 道民 ～生活者としての主体的取組の推進、活動への参加 など 

 

（２）推進手法 

・ 道は全庁横断的な「北海道ＳＤＧｓ推進本部」の下、各部・振興局等が一体となりＳＤＧｓ推進に向けた取組

を展開するとともに、施策・事業の企画・実施や各種計画の改訂等に当たり、ＳＤＧｓの要素の反映により実効

性の確保に努める。 

・ ステークホルダー間でビジョンを共有し、優先課題の解決に向けた連携・協働による取組を推進。 

・ 道民の理解促進やステークホルダーによる積極的な取組を促すため、先行して取り組むステークホルダーが連

携しながら、幅広い分野・世代に対してＳＤＧｓを普及啓発。 

 

（３）推進管理 

・ 道内におけるＳＤＧｓの先進的な取組状況について、ステークホルダーとの意見交換などを通じて把握し、広

く情報発信を図るとともに、道の主な取組状況は政策評価を活用して整理し、公表。 

・ 経済社会情勢の変化やＳＤＧｓ推進に関する国の動向なども踏まえ、必要に応じて見直す。 
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